




A Study of the Influence of the Interaction between Man and Nature on
the Formation of Character at Childhood: From the Perspective of the






































































































































































































 M・モンテッソーリ『幼児の秘密』鼓常良訳 国土社 １９６８年５６頁
	 モンテッソーリはその著書の中で次のように述べている「子どもは、一種の飢えを持っていて、そ
れが子どもを環境に駆り立てそこで、彼の精神に、栄養を与え得るものを捜し、活動で自分を養うよ
うにさせます。」（M・モンテッソーリ前掲書１９１頁）また『創造する子供』の２２章に自然の中で昆虫
が自分に適した花のところへのみ常に行くように、子供はこれらの物を必要とし、自己建設に役立つ
物を子供は選ぶのだと述べて、観察の結果おもちゃよりも単純なもの（たとえば色を示す道具として
いろいろな色の糸巻）を選んで使用することを報告している。

 「写真ものがたり昭和の暮らし」の６巻「子どもたち」には、昭和３０年代の子どもたちが、縄やな
たを付けて背負子を背に柴を刈りに行く様子や、父親と一緒に鋸で木を切る様子など、仕事や家事を
手伝う多くの子どもたちの姿が記録されている。
 大脳生理学者である久保田はその著書『手と脳』（紀伊國屋書店２０１０年）の中で、手から感覚情報
を得たときや手を動かすときに発生する神経パルスが運動神経や感覚神経をとおり、大脳や小脳を働
かせるというような手と脳のつながりについて説明しながら、手を使うことの脳との関係における重
要さを説いている。他に久保田競『脳力を手で伸ばす』（紀伊國屋書店１９８３年）、久保田競編著／虫
明元・宮井一郎共著『学習と脳』（サイエンス社２００７年）香原志勢『手の動きと脳の働き』（筑地書
簡１９８０年）がある。
 「写真物語 昭和の暮らし」にも、山野草を摘んでおやつ代わりに口に含む子ども、貝殻でおはじ
きをしたり、石や竹の棒で遊ぶ子どもたちの姿が記録されている。農山漁村の生活を編集したこのシ
リーズを見た限りでは、時代が遡れば遡るほど、幼い子どもたちも、遊ぶ姿より親や兄弟と一緒に仕
事を手伝う場面のほうが多くなっていることに気付く。
吉田雅章「環境問題の指標としての昭和３０年代：自然との持続的関係性を考えるためのひとつの試み」
児童教育支援センター年報 第１１号（２０１６）
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長崎大学総合環境研究．環境科学部創立１０周年記念特別号１２９‐１３７頁（２００７年８月）
吉田雅章「『文明』と『文化』に関する予備的考察」長崎大学総合環境研究 第１巻第１号１２３‐１３４頁（１９９８
年）
河宮信郎『必然の選択－地球環境と工業社会』海鳴社１９９５年
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